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わたしは出不精である。したがって海外出張は極力避けている。しかし、不思議な御

縁で、北米神経科学会・SfN (Society for Neuroscience)にご招待いただいた。SfNova レク

チャーという今年から始まったレクチャーシリーズへの登壇である。Super Nova（超新星）

と SfN を掛けた造語のようで、これから来るかもしれない Early～middle キャリアの研究

者が 2 名選ばれる。大した業績もない私ごときが選ばれるのも、光栄というよりも申し訳

ないなという気持ち、おそらく Diversity などの理由なのだろうなという複雑な気持ちが混

じりあう。しかし SfN のプログラム委員会で推薦くださった先生方のために、しっかりと

自分たちの仕事の価値をプレゼンすることが責任であると考え、謹んでお受けすることに

した。出不精な私にとって、SfN は 6 年ぶりの参加である。せめてもの幸いは開催地が San 

Diego であるという点である。SfN 規模の学会を開催できる会場は全米広しと言えども限ら

れており、最近では DC か Chicago か San Diego である。大変申し訳ないが、DC も Chicago

も、暗くて、寒くて、きつくて、辛いという印象しかない。その点、南カリフォルニアの SD

は開催地としては最高である。 

   さて渡航のために 4 回目の COVID-19 のワクチンも打ち、切れていた Passport も更

新し、久しぶりの海外旅行にヨチヨチ行くのである。Seattle 乗り換えで、ここでイミグレ

である。例の如く、⾧蛇の列で、これ乗換便に間に合うのか？というくらい待たされた。い

つも思うのだが、イミグレで聞かれる質問に何の意味があるのか？と本気で謎。大抵、どう

でも良いことしか聞かれない。今回は、これまでの渡米の中でも最もどうでもいい質問をさ

れた。旅の目的など普通の内容を聞かれた後に、、、、、 

 

Inspector：What’s in your luggage? Any food? 

Me: A few ramen noodles. 

Inspector: What’s the favor?  

Me: Szechuan taste. 

Inspector: Is that your favorite? Is that spicy? 

Me: Yes. A bit. 

Inspector: Oh, good! I love it! 

 

ここは、イミグレである。四川担々麺の味付け

など、本気で“The most どうでもいい質問”で

ある。こんな会話のために⾧蛇の列を⾧々と待

たねばならぬ理不尽に、あー、これこそ United 

States！と懐かしさすら込み上げる。そうこう



しているうちに、無事に乗換便に乗ることもでき、青白く輝くロッキー山脈の色合いを、飽

きもせず 3 時間見続け、キラキラと煌めく雪が茶色に変ってきたら、太陽の街・San Diego

はもう目前である。11 月なのに暖かく、開放的で陽気な港町である。カンファレンスセン

ターはボートハーバーの隣であり、会場の目の前を井ノ口馨先生とお散歩した（前ページ）。

めっちゃ癒される。 

    

さて、せっかく来たので、まじめに

学会活動をする。やはりコロナ禍の影響

は残っているようで、SfN2022 参加者は

23000 人弱である（右図）。以前より 1 万

人少ない。たしかに普段より少なく感じ

るが、それでも流石 SfN である。人、人、

人、それなりに賑わっている。Poster 会

場が異常に広いのは相変わらずで、AM

帯、PM 帯と 2 回歩き回ると、相当な運動量である。まじめに回ってみたが、特に目新しい

ものがあるわけではないが、Poster のレ

ベルは高いものが多い。 

 

人様の研究成果の見物だけでなく、

自分の発表の準備もある。会場の下見を

してイメトレをするのが自分ルーチン

だ。自分の Room は、Ballroom 20。

Ballroom とか言われても嫌な予感しか

しない。案の定、一番広い部屋である（右

図）。流石にこの広さは初めてであり、控

えめに言って、武者震いするレベルである。その Ballroom で先にプレゼンしていた、Gina

さんの講演を拝聴（↓）。 

 



睡眠の時の神経活動と様々な Neurotransmitter の変動、記憶などの Output との関連につ

いてお話されていた。特筆すべきは、その陽キャ全開のプレゼンである。自らの研究成果を

突然アカペラで歌いだすのである。♪せとろに～ん いんじゅ～～す れるてぃーでぃ～

（Serotonin induces LTD）という感じで、何かの替え歌で自分の研究成果発表である。歌

い終わると、当然、拍手喝采である。Gina さんの勢いはそれだけに留まらず、「次の曲は一

緒に歌いましょう」と聴衆を立たせ（Ballroom のほとんどの人が Standing である！）、さ

あ、皆さんで歌いましょう！という具合である。♪トゥ ら～ん えっふぃしえんとり～

（To learn efficiently）♪。私にとって最も驚くべきことは、Gina さんのサイエンスのコン

テントそのものは大したことは何も言っていない（すみません）。しかし、本当に楽しそう

にプレゼンしているのを見て、何かが自分の中で弾けたような気がした。最近、自分はサイ

エンスを楽しむというよりも、義務や責任、プレッシャーに駆られて、常に追い立てられる

ようにサイエンスをしていたことに気付く。本来の姿ではなかった。サイエンスを楽しむこ

とが必要であるし、サイエンスとは本来そのような性質のものだ。彼女のプレゼンを聞いて、

気持ちが軽くなるのを感じた。自分も楽しくプレゼンしよう。 

   

   すっかり気分は軽くなったので、

ほとんど緊張することなく終了（↑） 

リアルタイムに字幕までつけて下さる

親切運営である。私の下手な英語を瞬時

に Dictation できることに感心する。最

後は質問コーナーで終了（右図）。サイ

エンスの内容に対する質問から、実験ト

ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ に 関 す る



General な質問までありました。とっても疲れたけれど、達成感はありました。一人でも多

くの研究者が、スパインの体積分布の重要性に気付いてくれることを祈りつつ、5 日の San 

Diego の旅は終わりを告げました。楽しかったけれど、来年は DC らしいので、パスかな。 

 


